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「加速器」への投稿募集

「加速器」編集委員会

本学会「加速器」編集委員会では，積極的な投稿をお待ちしています．

「加速器」は，1 年度に 4 月末（原稿締め切り 2 月末），7 月末（原稿締め切り

5 月末），10 月末（原稿締め切り 8 月末），1 月末（原稿締め切り 11 月末）の 4
回発行されています．

原稿の分類（カテゴリー）と内容，原稿投稿の方法などは，次ページの“日本

加速器学会誌「加速器」投稿の手引き”をご覧下さい．

「賛助会員のページ」は，日頃から本学会にご支援を賜っております賛助会員

の皆様が自由に投稿できる専用ページです．各企業，団体での加速器事業への取

り組み，新しいプロジェクト，新製品，最新技術の紹介などにご利用いただきた

いと思っております．ただし，同一内容での複数回の掲載はいたしませんので，

予めご了承願います．

尚，全ての投稿の掲載の採否につきましては，編集委員会にご一任願います．

投稿についての詳細，「加速器」へのご意見は，下記にご連絡下さい．

連絡，問い合わせ先

〒1700013 東京都豊島区東池袋 2628507 有ワーズ内

日本加速器学会事務局 小川 紀子

TEL0359603488 FAX0359501292
E-MAILgakkai＠kasokuki.com


